人事委員会傍聴者の声　(6)
『教育者としての義務は憲法より優先する』と居直る。
【2005・12・27】

12・27　入学式①グループ　斉藤光一（大崎高校校長）・千谷順一郎(農芸高校校長)尋問

*「斉藤校長は、『教育公務員であることは、思想・良心の自由を制限される』と証言した。こんな校長の元で働かされるのかと思うとゾッとする。又当然覚えていなければいけない人事部長の指導の内容も『どうしても多い出せない』と言った。こうまでしてお上に従い、ひいては自己の保身を図る。こんな人物が、校長だなんて、教育もおしまいだ。校長よ、本当にそれで良いのか。」　　(被処分者の会員)
*「斉藤校長には『あなたは記憶力に問題があるようですが、それで校長としての職務が遂行できると思いますか』と質問したくなった。校長の証言には個人差があるが、当然他の校長の証言は情報を得ているだろう。斉藤校長のような証言が出てくるのは、これで忠誠度を測られていると感じているのであろうが、何を質問しているのか明確になるように短く質問して、長く答えさせるというのは難しいものだと思った。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都立高校現役教員)
*「大崎高校校長の『証言』は余りにもひどい。証言台に立つにあたって、この間の他の校長への質問など、当然聞いてきているはずだし、ケース・スタデイをしてくるのは当然の行為だ。一体何を恐れているのか。自分が何を言ったら良いのか判断がつかず、動揺している姿こそ哀れだと思うが、怒りで一杯だ。農芸高校校長は『人権・民主主義的権利』ということについいて、全く理解していない。『学習指導要領』に従うことが、『公共の福祉』になるというのは暴論だ。」　　(高木郁子　都教委包囲ネット)
*「証人として証言するということは、人間性をあらわにしてしまうのだと、つくづく感じました。斉藤校長は何にあんなに怯え、何を守っているのでしょう。千谷校長のあの高飛車な態度は、弱い自分を守るヨロイなのでしょうか。『～は人権を制約されても当然』の『～』の部分が拡大していく先に何があるのか。想像力のかけらもない人に教育にたずさわって欲しくないと、毎回傍聴する度に校長達の実態に唖然とする思いが深まります。『本人のマイナスになるから指導する』『命令の確認が必要』などと教育者の口から聞きたくない。」　　　　　　　　　　　　　　(小川幸子　教育と人権を考える品川の会)
*「証人の不誠実な対応に殆んど呆れました。あんな人でも、以前は生徒の前に立って授業をしていたのでしょうか？それとも管理職になるにあたって、人格を改造させられてしまったのでしょうか？
『学習指導要領が憲法より上』とハッキリ言っていましたね。校長というか、公務員失格です！
宣誓といって全員が起立しますけど『ノラリクラリ』と証言され空しい限りです。

『教職員だけ内心の自由がない』という、教育から国家を変えていこうという、大きなうねりを感じます。恐ろしいことです。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都立高校現役教員)
*「同じ想い出教師のスタートをきったはずなのに、なぜこうも管理職になって心変わり、権力のロボットになれるのか。校長の教育への本質・原点を聞いてみたいです。」　　（豊川紘　元都立高校教員）
*＜ヒゲメモ＞

当初私たち「被処分者の会」に結集する156名は、大きな部屋での「一括審理」での要求をしてきました。人事委員会の思惑で13グループに分けられ、傍聴者26名(後日40名までが入れるようにさせました)の狭い審理室で、不当処分撤回を求めての審査請求が始まりました。周年行事グループの5・23開始から本日12・27まで述べ27回の公開審理です。現在は各グループ校長尋問の第一回が終了し、本日から第二回目の校長尋問が開始されたところです。年明けの1・10から再開です。多くの方々に今起きている、異常な、石原知事や都教委の暴走を一人でも知らせてください。子供達の平和な未来を守るために。地裁でも、多くの関連訴訟中です。今まで同様傍聴をよろしくお願いします。
(傍聴者46名。心から感謝しています。被処分者の会・星野)

